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午前９時30分 開会 

 

○委員長（中川敦司君） 

皆さん、おはようございます。 

今日はどんよりと曇っておりますけれど

も、これからちょっと昼からですかね、雨

が降ってジメジメしそうな感じがあります

けども、しっかりと今日ね、付託された案

件をしっかりと審議していきたいと思いま

すので、どうかご協力をお願いいたします。 

そうしましたら、着座にて進行させてい

ただきます。 

ただ今の出席委員は、５名であります。 

定足数に達しておりますので、総務建設

常任委員会を開会いたします。 

委員会開会に当たりまして、町長より挨

拶がございます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

おはようございます。 

気候も大分暖かくなってまいりまして、

ちょっと息苦しくなりましたので、マスク

を、副議長の命によりましてとらせていた

だいておりますので、よろしくお願いしま

す。 

本日はお忙しい中、御参集いただきまし

て誠にありがとうございます。 

本日の総務建設常任委員会では、44号議

案、それから、45号議案並びに48号議案の

関係部分につきまして、御審議をいただく

予定となってございます。 

詳細に御審査をいただきまして、議員の

皆様方には御理解を賜りたいと存じており

ますので、どうかよろしくお願い申し上げ

ます。 

簡単ではございますが、開会に当たりま

しての御挨拶とさせていただきます。 

本日は何とぞよろしくお願い申し上げま

す。 

○委員長（中川敦司君） 

それでは、本日の会議を開きます。 

本日の審査事項は、御手元に配付のとお

りでございます。 

令和５年豊能町議会６月定例会議付託案

件についてを議題といたします。 

第44号議案 豊能町事務分掌条例改正の件

を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

おはようございます。 

秘書人事課、池田です。 

そうしましたら、今回提出させていただ

いております、第44号議案 豊能町事務分掌

条例改正の件について説明させていただき

ますが、概要説明の前に、今回の改正につ

きましては、組織の改編に伴います条例の

改正となりますことから、組織機構図によ

り御説明をさせていただきたいと思います。 

ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ内、全員協議会の令

和５年６月２日内に資料を入れております

ので、ごらんください。 

着座にて説明させていただきます。 

○委員長（中川敦司君） 

ちょっと待ってくださいね。皆さんＯＫ

ですか。 

開けれましたか。 

（「はい」の声あり） 

○委員長（中川敦司君） 

すいません。いいですよ、どうぞ。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

はい、そうしましたら初めに、今回の組

織改編の目的でございますが、主に次の５

点になります。 

資料の右上をごらんください。 

一つ目といたしまして、組織の機能性を

発揮するよう部を改編し、コンパクト化い

たします。 



2 

現在の４部制から、住民部を廃止し３部

制といたします。 

２番目としまして、各課の業務の平準化

のため課を改編いたします。 

総務部内の組織を見直し、各課の業務を

平準化します。 

三つ目といたしまして、所掌事務に準拠

した組織名称の変更でございます。 

部では、保健福祉部を生活福祉部に、課

では、まちづくり創造課を総合政策課、秘

書人事課を広報職員課に組織名を変更いた

します。 

四つ目といたしまして、課内室の必要性

を検討し、設置または廃止をいたします。 

総合政策課内に、公共施設再編室を新た

に設置し、総務課の臨時給付金室、住民人

権課の男女共同参画室、都市計画課の公共

建築室、農林商工課の観光振興室を廃止し、

現在の10室から７室といたします。 

５番目といたしまして、重要課題に迅速

に対応するための体制整備ということで、

教育委員会に設置していました保幼小中再

編整備室を都市建設部の部内室に改編し、

また、総合政策課内に公共施設再編室を設

置いたします。 

次に、組織ごとに変更点を説明させてい

ただきます。 

まず、資料の左側でございますが、令和

５年の３月議会で、ちょっと御説明をさせ

ていただきまして、事務分掌の改正を認め

いただいたところでございますが、そのと

き御説明を申し上げました組織図で、政策

監の位置がですね、副町長の直下というこ

とで、お示しをさせていただいていたわけ

ですが、政策監につきましても、部長級と

同じ職階でございますので、現在お示しし

ている位置に変更するものでございます。 

特に政策監の役割等に変更が生じるもの

ではございません。 

そうしましたら、右側の主な事務という

ところで、初めに吉川支所でございますが、

事務に特に変更はございません。 

次に、総務部でございますが、現在の住

民部税務課が、総務部に移設となりますが、

税務課の事務に変更はございません。 

総務部内の組織名称でございますが、ま

ちづくり創造課が総合政策課に、秘書人事

課が広報職員課に名称変更になります。 

変更後の各課の事務につきましては、総

合政策課の事務は、秘書人事課から秘書、

栄典、政策会議を移管し、新たに課内室と

して、公共施設再編室を設置いたします。 

広報職員課の事務は、行財政課から選挙

管理委員会を移管いたします。 

総務課の事務に変更はございません。 

行財政課の事務は、選挙管理委員会を除

いた事務となります。 

続きまして生活福祉部でございますが、

現在の住民部住民人権課が生活福祉部に移

設となり、住民人権課の事務は、更生保護

司を除いた事務となります。 

福祉課の事務は、住民人権課から更生保

護司を移管いたします。 

福祉相談支援室の事務は、教育委員会こ

ども育成課から、児童虐待相談を移管いた

します。 

保険課及び健康増進課の事務に変更はご

ざいません。 

次に、都市建設部でございますが、新た

に部内室として、保幼小中再編整備室を設

置し、教育委員会教育総務課から、保幼小

中再編整備室を移管いたします。 

現在の住民部環境課が、都市建設部に移

設となりますが、環境課の事務に変更はご

ざいません。 

建設課、都市計画課、農林商工課の事務

につきましても変更はございません。 

次の会計管理者、出納室につきましても



3 

組織、事務ともに、変更はございません。 

続きまして、教育委員会事務局、こども

未来部でございますが、初めに教育総務課

でございますが、保幼小中再編整備室を除

いた事務となります。 

義務教育課の事務に変更はございません。 

こども育成課でございますが、児童虐待

相談を除いた事務となります。 

生涯学習課の事務に変更はございません。 

なお、事務の内容につきましては、本条

例を認めいただいた後に、条例の施行日で

ございます令和５年10月１日にあわせてで

すね、事務分掌規則など関係規則を改正し

ていく予定でございます。 

また、住民への周知につきましては、広

報とよのの８月及び９月号、また町のホー

ムページで住民に、周知のほうをしていく

予定でございます。 

資料の説明につきましては、以上でござ

います。 

それでは、第44号議案につきまして御説

明申し上げます。 

議案書の28ページから30ページ、並びに

条例の概要資料、新旧対照表をあわせてご

らんください。 

改正の理由でございますが、町の抱える

重要課題に迅速に取り組む体制を整備する

ため、所要の改正を行うものでございます。 

改正の内容でございますが、第１条では、

地方自治法第158条第１項に規定する、町の

直近下位の内部組織を現在の４部から、総

務部、生活福祉部、都市建設部の３部に改

めるものでございます。 

第２条といたしまして、第１条で、改め

た組織の事務分掌を規定するもので、改正

内容といたしましては、第１項総務部の分

掌事務は、現在の分掌事務に、現在住民部

が所管しております税に関することを追加

し、第２項生活福祉部の分掌事務は、主に

住民、保険、福祉に関わる事務を所管する

もので、その分掌事務は、現在の保健福祉

部の分掌事務に戸籍住民基本台帳及び印鑑

登録に関する事項、人権に関する事項、男

女共同参画に関する事項、消費生活に関す

る事項を追加し、第３項都市建設部の分掌

事務は、現在の分掌事務に、現在住民部が

所管しております環境の保全に関する事項、

廃棄物に関する事項、衛生に関する事項を

追加するものでございます。 

附則といたしまして、この条例は令和５

年10月１日から施行するものでございます。 

説明は以上でございます。 

御審議いただき、御決定いただきますよ

うよろしくお願いいたします。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、そうしましたら、これより本件に

対する質疑を行います。 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

おはようございます。管野です。 

前の組織から、女性活躍室っていうのが

なくなったということですけれども、もう

しっかり女性活躍してますし、その役目、

わざわざ室をつくらなくても、その役目が

終わったという言い方はよくないけれども、

住民人権課で普通に仕事ができるという理

解でよろしいですか。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、池田議長人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

男女共同参画室でございますが、今回廃

止させていただいてるというところで、今

もう既に女性が活躍をしているから、役割

は、もう達したのでなくすという意味合い

ではございませんでして、何分、町の組織

っていうのは少人数制でやってる中で、課

内室を設けて当然室長という職を設けるわ
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けなんですけれども、一方ではそれをモチ

ベーションにしてですね、業務に取り組む

というところもあるんですが、一方では、

職員間のですね、なかなかコミュニケーシ

ョンをとりにくいというような声が多々ご

ざいまして、今回廃止する室ほかでも同じ

ようなことが言えるんですけれども、特に

室をなくしたことによってですね、住民さ

んへの何か影響があるかと言いましたら、

特に、課または室で取り組む事業につきま

しては広報等でしっかり周知をしていけば

ですね、特にこの室を残しておく意味はな

いのかなというところで今回廃止をさせて

いただいております。 

以上です。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

女性活躍室はわかりましたけれど、農林

商工課の観光振興室がなくなりましたけれ

ど、これってこれから道の駅をやりそうな

答弁もいただいていますし、農×観光って、

以前、塩川町長が、道の駅を白紙にされた

ときに、農×観光から道の駅を外してくだ

さいと言って高木当時の建設部長が新たに、

それを外した計画を差し替えですって持っ

てこられたのを覚えてるんですけど。 

これから観光というのはとても大事なこ

とだと思うんですね今、池田課長がおっし

ゃったその室っていうの外しても機能する

ということですけども、特にこの部分は大

事じゃないんですか。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

議員今おっしゃられるとおり、観光関係

の施策というのは、町のほうでもやっぱり

最重要課題というところもございまして、

今回政策監の職務の中でですね、農業観光

施策の推進ということを書かせていただい

ております。 

当然この小規模の職員数の中でですね、

こういう大きなプロジェクトを進めていく

に当たりましては、なかなか現員の職員だ

けではどうしても回り切れないというとこ

ろもございますので、こういう重要施策に

対して、対応するときはですね、プロジェ

クトチームになるのか、新たに室を設置す

るのかというのは現時点でははっきりして

おりませんが、そういう体制を整えてです

ね、進めていくというふうに考えておりま

す。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

廃止する室のことはわかりましたけど、

昨日の総括質疑で永谷議員がおっしゃった

ように、まちづくり創造課のようなところ

に仕事が集中している。これを分けるみた

いなことで政策監もしっかりと見ていただ

くのはわかるんですけども、このスマート

シティについては、もう全庁挙げて検証す

るということなんですか。 

今後はこの、総合政策課でやるというこ

となんですが、ここの項目には載っていな

いんですけども、その体制をお聞かせくだ

さい。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

今回お示しさせていただいてます主な事

務の中にですね、スマートシティという記

載がなくですね、どこでどうするのという

お話だと思うんですけれども、一義的には

まず、今現在まちづくり創造課のほうでし

ておりますが、総合政策課のほうで、所管
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ということにはなるんですけれども、進め

ていく規模感によってはですね、先ほど説

明しております、農業振興関係の施策と同

様にですね、そういう体制を築いていかな

いといけないのかなと。 

一番初めにありました、職員数のお話で

ございますが、総括質疑のときに総務部長

が答弁しておりますとおりですね、今後10

月１日に向けまして、人員の配置につきま

しては、偏りのないように、今回平準化す

るというのも当然の目的としておりますの

で、その辺はしっかりと対応していきたい

と思っております。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

仕事量がすごく増えている中で、会計年

度任用職員を採用するみたいな話も出てた

と思うんですけど、昨日の一般質問で高尾

議員の一般質問だったと思いますけれど、

学校の支援員が足りない、通級の人が増え

て、この優先順位をね、どこへ持っていく

のか。 

会計年度任用職員さんも、自分の希望す

る仕事、学校とこの町の職員の仕事をする

っていうどっちが優先なんですか。 

今通級に通っている方の支援員が物すご

く足りないと思うんですが、通級の人が増

えたからね。 

その重さをどうされるんですか。 

○委員長（中川敦司君） 

池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

すいません、質問の内容なんですけれど

も、会計年度任用職員の支援員が不足して

いるという事態で、そのまま今必要数が確

保できていないという状況に対して、どの

様に考えているかということですか。 

○委員長（中川敦司君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

この職員で賄えないところは、会計年度

任用職員も採用するっていうことですよね。 

そうではないんですか。 

もう今の職員のまま、この体制でいける

んですか。 

○委員長（中川敦司君） 

  はい、池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

申し訳ございません。 

全体的な業務の中で、職員数が不足して

いった中で、会計年度任用職員をという内

容でよろしかったですかね。 

当然本来ですと正職なりをですね、採用

してっていうのを一番初めに考えるわけで

ございますが、正職にしかできない仕事な

のか、会計年度任用職員でもできる仕事な

のかという区分をしっかりした上でですね、

こういう財政事情というのを当然考えなが

ら、ただ人材が全くないっていうようなこ

とをしてしまいますと、業務が完全に停滞

いたしますので、そういったことがないよ

うに、所属等と調整しながら、場合によっ

ては会計年度任用職員を任用してというよ

うなことになるかと思います。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

私地域の暇な人をリストアップしてって、

もう個人情報だだ漏れで、教育委員会のほ

うにお知らせしたことがあるんですけども、

それは学校で働いてもらう人だったかもし

れないけども、全体にこれから人が足りな

くなっていきますよね。 

そうしたときに、こっちで働いてもらい

たいけども、学校のほうが優先じゃないん
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かなと思ったりしたのでそういうふうに聞

いたんです。 

だから、こちらで採用されるのか、学校

の支援員で採用されるのか、どうやってそ

の優先順位つけるのかなと。 

ちょっとした疑問でした。 

すいません。 

○委員長（中川敦司君） 

結局、支援員ってなってくるとそれなり

のやっぱり資格か何かが要らなかったっけ

ね。 

要はそういう支援員も必要になる。それ

から一般のこういう事務かな、職の方も必

要になるけどもその辺りどっちを優先すん

ねんっていうそういう採用の場合に、その

話をしてあるのかな。 

はい、入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

おはようございます。 

総務部、入江です。 

今、学校の支援員の不足が結構著しいと

いうようなお話だったと思います。 

学校の場合は、基本は府費負担教職員が

担うべきもの。支援の担任というのが基本

的には、府費負担でおりますので、ただ、

今通級とかの見直しがございますので、な

かなか支援学級から通級に、今移ってると

いいますかそういう傾向が昨年度から、大

阪府とか国の指導等でですね、そういう動

きをこれは府内全域でそういう傾向にあり

ます。 

その中で通級に子どもがたくさん移ると、

なかなか先生だけでは負担がしんどいとい

うことで支援員をつけて、補助するといい

ますか、そういうような流れになってると

思います。 

ただ、今の学校の現場の状況とか、これ

から町長部局で進めている懸案の処理とか、

いろいろ地方分権もございますし、その中

はですね、今ここで学校が優先とかという

わけではなくて、総合的に判断してですね、

どの部署に会計年度任用職員を張りつけし

て業務を円滑に回すのがいいかというのは、

その時々の状況、関係課とも調整した上で、

検討していきたいと思っておりますので、

今ここで比較する業務が何かいうのはちょ

っとわからない中で、学校が優先というわ

けにはちょっと今お答えしにくいかと思い

ますけど、それは諸般の事情を見てですね、

判断していきたいと思っております。 

以上です。 

○委員長（中川敦司君） 

よろしいか。 

ほかありませんか。 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

秋元です。 

よろしくお願いします。 

子どもさんの虐待の担当は、今度移られ

てますわね。 

今まではちょっとここら辺が足りなかっ

たとか、こういうふうにより充実させるた

めに、移られたと思うんですが、ちょっと

その背景を教えていただきたいんです。 

今まででしたら、ここのところの連絡が

足りなかったとか、より良くするためにこ

ういうふうにしましたというところの説明

をお願いします。 

○委員長（中川敦司君） 

池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

今回虐待相談の件を教育委員会のこども

育成課からですね、福祉課の福祉相談支援

室のほうに移管するということで、御説明

申し上げてるところでございますが、移管

した経緯というところですが、実際相談に

対応する職員というのが、当然、専門的な
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知識を有する職員が、やはり複数名いる中

で、対応していかないといけないという中

で、現在、こども育成課で対応している状

況では、なかなかスムーズにいかない部分

っていうのも当然ありまして、以前からそ

の部分をですね、どういうふうに対応して

いこうかというような協議を進めていって

る中で、現在の福祉相談支援室には、様々

な職種の専門職がおりますので、そちらの

ほうで対応させていただくことが、より迅

速に対応できるという判断のもとですね、

虐待相談の事務を、福祉相談支援室に移管

したというところでございます。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

私単純にね、子ども、学校間、先生のい

ろんな情報集まりますよね、教育委員会に。

それで対応しますよね。 

そこでやっぱりちょっとこれは無理があ

るなと思ったら、自動的に福祉相談室のほ

うへ回ってたかと思ったら、そうじゃなか

ったんですね。 

やっぱり学校の先生たちの中で、何とか

しようというふうなそういう対応だったん

ですか、これまでは。何を気にしてるかっ

ていった場合に、ここにはある面、専門家

のね、いろんな対応っての非常に期待する

ところなんですが、元の虐待の状況をつか

み取るっていうのは、やっぱり教育委員会

だと思うので、その辺りはどういうふうに

なってるのかをお尋ねするんです。 

今までの経緯と、それから今後その辺り

は大丈夫なのかなあと。 

要は両方の連絡が必要ですよね。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

今委員おっしゃられてます、連携のとこ

ろだと思うんですけれども、小中学校の

方々も当然、児童虐待につきましては、要

保護対策協議会の委員を兼ねていただいて

まして、そこでしっかり情報の共有はして

いただいているということがございます。 

ですので、今回は福祉相談支援室にです

ね移管することによって、何かその情報が

入ってくるのが遅くなるとかですね、共有

ができなくなるとか、そういうことはちょ

っとこちらのほうでは考えてなく、あくま

でもまず初期対応させていただく段階で、

専門職、知見のある方が、複数人いてるほ

うが、より迅速に対応できるというような

ところで福祉相談支援室のほうに移管した

ものでございます。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

逆に、これまでは学校内だけで対応して

いって、福祉相談室のほうには回ってなか

ったと。回ってるんですよね。 

回ってるんですよね、当然ね。 

今回、ここに持ってきたっていうその、

なるほどっていうとこが、もう一つピンと

こないんですよね。 

それだったらやっぱり逆に今度はここか

ら抜くことによって、学校での対応が中途

半端になるんじゃないかなっていう心配も

今持ってしまったものですから、その説明

をお願いします。 

○委員長（中川敦司君） 

入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

総務部、入江でございます。 

私も昨年度まではこども未来部におりま

したので、そういう虐待の対応とかの相談

とかに入っていた場合もあります。 

基本は、子どものしんどさといいますか
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教育上の配慮とかいうところは、教育委員

会が主として子どもと接してますので、そ

れは学校の先生であるとか、あるいは保育

士や幼稚園教諭であるとかが対応するんで

すが、子どもがしんどい場合、虐待の場合

は、常に親が、保護者がやはりしんどいん

ですね。保護者がしんどい、これは大人の

対応になりますので、その場合はですね、

この福祉相談室の職員とですね、連携をと

りながら、保護者は、福祉相談室はこれは

大人の対応になりますので、なかなか現場

の保育士とか幼稚園教諭では、親の対応に

やっぱ苦慮してきたところがあります。 

子どもは、基本的には、親に従わなけれ

ばいけないというところで、親の影響をす

ごく受けるというようなところがありまし

てですね、セットで動くといいますか、そ

ういうような事案がほとんどでございます。 

なので、福祉相談室のほうに力を借りて

いろいろ相談をしてまいりました。 

要対協の調整事務は、基本今まではこど

も未来部のこども育成課が担ってたんです

が、その場合、基本的に保護者の対応にな

る、そこを主眼にした対応になりますので、

子ども家庭センターでありますとか、場合

によっては警察とかも入ってですね、対応

してたんですけど、その辺の緊急を要する

事態もございますので、その場合に専門職

が同じ部局にいてないということは、非常

にちょっと不安になりますんで、福祉相談

室に相談したりしたことも非常に最近事案

が多くなってきました。 

子どもは少ないんですけど、結局転入で

そういう保護者の方も増えてきましたので、

なかなかこども未来部で、こども育成課で

担うのは、なかなか今の人員配置ではしん

どいであろうということで専門職は、大人

を中心におりましてですね保健福祉部のほ

うに、それの音頭をとっていただいて、現

場現場で情報提供とか、調整会議をしてい

きますけど、やはりその辺の見立てはです

ね、やっぱそちらのほうに、主になって動

いていただくほうがより円滑に迅速に処理

が進むというような経過から、このような

移管をしているというような状況でござい

ます。 

以上です。 

○委員長（中川敦司君） 

ほかいいですか。 

はい、寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

ちょっと確認したいんですが、まちづく

り創造課は非常に今、スマートシティなど

で仕事が増えていたと思うんですけども、

今回、まちづくり創造課が総務部の総合政

策課に改編されて、そこで、公共施設の再

編とスマートシティに取り組むというよう

な答弁だったかなと思うんですけども、こ

れは以前まちづくり創造課、ちょっと仕事

が多かったような感じで、非常にいろいろ

頑張ってくれたと思うんですけど、総合政

策課に、このまちづくり創造課が、今回改

編されることで、どの点がより効率的にな

ったのかっていうことと。 

一問一答のほうがいいですね。 

まずそれをお伺いします。 

○委員長（中川敦司君） 

池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

今回まちづくり創造課がですね、名称が

総合政策課というところで、名前を変えて

おりますが、実際所掌する事務につきまし

ては、特に新たにですね何か事務をってい

うところは実際に考えてないんですけれど

も、ここに書いております、御指摘ありま

した、例えば公共施設の再編であるとか、

先ほども御指摘ありましたスマートシティ
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関連で、当然、総務部内の五つの課ですね、

職員数が全て一緒で、事務をするっていう

ことは当然考えておりませんでして、当然

その業務バランスに応じたですね職員を配

置をしていくと。 

ただ、総合政策ですので企画関連の仕事

っていうのを分割するというのは、これは

ちょっとまだなかなか実際、総合政策課で、

企画関係をしてるのに、その一部の企画だ

けを違う課がするってこれはちょっとおか

しいことになりますので、総合政策課内で

行う事務につきましては、人員配置等をし

っかりした上でですね、対応していくとい

うふうに考えております。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

今後、まちづくりとか予算編成改革とか

行財政改革を進めていかないといけないと

思うんですけども、特にこの重要課題に迅

速に取り組むということで、今後の予算編

成改革とか行財政改革を進めるに当たり、

今回のこの体制は、組織体制はどのように、

より効果的になっているのか伺います。 

○委員長（中川敦司君） 

池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

今回の改編に当たりまして、委員御指摘

いただいております予算編成でありますと

か、行財政改革、所掌する事務につきまし

ては今までも行財政課のほうで所管してい

ただいておりまして、今回10月１日以降も

ですね、引き続き、行財政課のほうで対応

していただくというふうに考えております。 

以上です。 

○委員長（中川敦司君） 

よろしいか。 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

もう一度確認なんですけど、スマートシ

ティについてなんですけどね。 

今までからも、インフラとかは都市計画

課の方がやっていただいたと思うんですけ

ど、あと２年間検証するっていう作業が残

っていると思うんですが、そのまとめはこ

の総合政策課で、インフラとかは都市計画

課、スマートバンドとか福祉のほう、そう

いうふうに、連携をとってされていくとい

う考えでいいですか。 

○委員長（中川敦司君） 

池田秘書人事課長 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

委員おっしゃられるとおり、総合政策課

のほうで、まず中心になってやっていただ

いて、当然メニューによりましては、他の

部門にまたがるようなメニューも当然ござ

いますので、その辺りはしっかり横連携を

とりながらですね、進めていきたいと思っ

ております。 

○委員長（中川敦司君） 

よろしいか。 

ほかいいですか。 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

確認みたいな感じの質問なんですが、状

況的にあんまり変わらないと言ってました

ね。ということは、この働く場所の移動も

ないと。 

住民のあれはどこ行った、ここはどこ行

ったってことないように、そこはちょっと

確認したい。 

今の事務の場所のままなのかどうか。 

○委員長（中川敦司君） 

池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 
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執務場所が変わる部局でございますが、

先ほど児童虐待の関連でお話ししました分

の事務がですね、役場の教育委員会のこど

も育成課から、支所内にございます福祉相

談支援室に移りますが、特に何かその机を

大々的に動かしてとかっていうことはござ

いませんので、その虐待事案に対する窓口

がこちらですよというアナウンスをしっか

りしていこうかというのが一つ。 

もう一つはですね、教育委員会の総務課

内にございました公共施設の再編整備室、

これが町長部局の都市建設部内の室として

移管いたします。 

実際教育委員会、今現在もですが、特別

室というものをですね、別に設けてるとい

うわけではございませんが、三階に上がっ

たときにはですね、ちょっと場所的にどう

いうふうな配置になるかというのは今後の

検討でございますが、三階に室を一つ、机

を並べる予定をしております。 

以上です。 

○委員長（中川敦司君） 

よろしいですか。 

はい、ほかいいですか。 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

都市建設部に、保幼小中再編整備室が改

編されてるんですけども、これも、ハード

面のことでそういうふうに改編したのかな

と思ってるんですが、この点について伺い

ます。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

都市建設部内に部内室といたしまして保

幼小中再編整備室を設置しているところで

ございます。 

今現在は教育委員会のほうに、ハード面

の対応いただくということで室を設けてお

りますが、より迅速に対応するためにです

ね、町長部局のほうで、対応させていただ

きたいということで今回移管したわけなん

です。 

ここの室につきましては、これからにな

りますが、技術職ですね建築職の方が主に

中心になるかと思うんですが、ソフト面に

ついては教育委員会と連携を図りながら、

対応していくということで今回都市建設部

内に新たに室を設置してるというところで

ございます。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、よろしいか。 

はい、才脇副委員長。 

○副委員長（才脇明美君） 

組織図はわかりました。 

次は職員の個々の人材についてお伺いし

たいんですけど。 

これはまた違う、ここでは聞いたら駄目。

聞いてもいいですか。 

例えば、専門職っておっしゃいましたけ

ど、専門職は技術職員、しかしそういう方

ばっかりではおられないと思うんですけど、

例えば農林商工課で、農業に余りちょっと

知らない人がね、 

例えば、これは私が直接聞いたんですけ

ど、ＪＡの何か集まりで、職員が１人行か

なければならなかった。そしたらそこでそ

の職員は、僕、農業のことわからないんで

すと言ったそうです。 

これ前もちょっと言ったかもわからない

ですけど、それと私は、志野の里である職

員と会ったときに就農支援事業についてち

ょっと教えてほしいんですけどって言った

ら、その人長靴履いてたんですね。 

その就農支援塾の帰りだったそうなんで

すけど、僕知らなくて行ったんですとおっ

しゃったんですね。 
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じゃ、そういう人がそういうふうに携わ

るのかと思いまして、だからこの町は発展

しないのかとか、いろいろ考えたんですけ

ど、例えばどこの企業でもありますけどど

この部署に行きたいとか手挙げて、一応そ

ういうふうな、評価するときに、そういう

希望するようなことはあるんですか。ちょ

っとその辺詳しいちょっと教えていただき

たいんですけど、資質がない人が、もうや

る気がない人が、そういうとこ行ってもも

う発展しませんよね。 

そしたらもう研修という形になるかもわ

からないですけど、職員教育というか、私

がこんなん言うたらちょっと偉そうになる

かもわからないですけど、やっぱりこれ基

本的な問題だと思うんですけど、その辺を

この役場この行政が発展するためには、そ

れが基盤だと思うんですけど、その辺ちょ

っと教えていただきたいです。 

○委員長（中川敦司君） 

答えられますか。 

池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

まず１点目でございますが、職員の異動

の希望ということでございますが、今現在

は希望制は引いておりません。 

２点目で、専門職に関連いたしまして、

具体的には今農林商工課のお話いただいた

ところなんですけれども、当然行政がやっ

ていく仕事というのは多岐にわたるところ

がございまして、専門職でしかできない仕

事と、一般職でしなければいけない仕事っ

ていうのがあると思うんですね。 

一般職につきましてはそれぞれ配属され

たところで、それなりに、そこの職務を遂

行するのにいるスキルを自ら身につける。

あるいは研修担当課がそういうメニューを

提供して、スキルを上げていただくと、い

うような対応をさせていただいてるところ

ですので、今御指摘いただいたような形で

職員にやる気がとかっていうところはこち

ら職員を所管している担当課でございます

ので、今後そういう形で何らかの研修なり

をですね、もっと受講していただいて、ス

キルを上げるように、取り組んでいきたい

というふうに考えております。 

以上です。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、才脇副委員長。 

○副委員長（才脇明美君） 

モチベーションがすごく大事だと思うん

ですけど、このまちづくりもこういうこと

になってますけど、まちづくりの人材はす

ばらしかったと思うんです。命をかけて仕

事をしてたと思うんです。 

私はもうそれはもう敬意を表しますが、

でもこのトップダウンでこういう人事配置

になったかもわかりませんけど、運不運と

言ったら悪いかどうかわからないですけど、

運が悪かった、その年は悪かったのかなと

か、私は、そばで見てそう思いました。 

ここにおられる方は、もうすごいすばら

しい方だと私は思って本当に思っておりま

す。 

しかし、その人たちがその下を育ててい

くっていう、本当に育てていってほしいと

思います。 

今日はこれで結構です。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、ほかはいいですか。 

ほかなければ、ちょっと私のほうからも

いいですか。 

ちょっと疑問に思っていること、何点か

ありまして。すいません、まず１点目ね、

この組織図で、政策監ですね、このブロッ

ク図のこの位置については、私４月の組織

改編のときに、この場所こんなんでいいか
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なみたいな、ちょっと疑問でいろんなこと

を質問いうか言わしてもらった、ちょっと

記憶あるんですけどね。 

結局、４月１日時点の政策監の位置その

ものが、やっぱちょっとおかしかったんち

ゃうかっていうふうなことでここに持って

いったというそういう感覚でいいんですか

ね。 

池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

委員長おっしゃられるとおりでございま

す。 

○委員長（中川敦司君） 

やっぱりそうやってんな。うん。まず１

個目終わり。 

次にね、この今回説明図の右側に、各部

門各課のやる仕事の内容があって書いてあ

って、ちょっと気になったのが、今回の新

しい部門、広報職員課って書いてますね。 

今で言うところの、池田秘書人事課長の

ところの部門になるんかと思うけど、そこ

に選挙管理委員会が、行財政課から移って

きましたというふうに、そのような説明が

ございましたけども、当然人員のいろんな

配置これからされていくと思うんやけども、

当然この選挙管理委員の仕事というのは、

行財政課のメンバーでやっていただいてま

すけど、そのメンバーが言うてみたらこの

広報職員課に行きはるということになりそ

うなのか、それともいやいやもう全然もう

選挙管理委員会の仕事はもう全然別な人が

やるかもしれません、そんなふうになるの

かその辺りどうなのかちょっとお伺いしま

す。 

はい、池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

業務を遂行するに当たりましては、現在

している職員をというのが一番スムーズに

流れるかというふうにも考えるところでは

ございますが、今回新たにですね、今の秘

書人事課が名前が変わりまして広報職員課

になりまして、選挙事務をするということ

で、特に行財政課で選挙に従事した職員を

ですね、全員そちらのほうに移してすると

いうことは考えておりません。 

以上です。 

○委員長（中川敦司君） 

いや、私心配してるのは、結構いろいろ

やらなあかん事が、３か月に１回のね、や

らなあかんこととか、あと実際選挙だった

らいろいろやらなあかんことありますけど

も、その辺りって結構ややこしそうかなと

思うんでね。 

そんなに全然もう、今まで、全然携わっ

たことないようなメンバーだけでやらなあ

かんと思ったら、ちょっと混乱しないんか

なとかね。特に今、これ岸田総理大臣が決

めることやけども、衆議院の選挙をもしか

したらあるかもしれないという、もしかし

たらこの10月１日以降にこんなんがありそ

うな感じもするからね。 

そうなったときに、全然選挙管理委員会

のそういう業務携わってなかった人ばっか

りでやるんだったら大丈夫かなとかね。 

ちょっと私はピッと思たんやけども、そ

ういう状況になっても大丈夫なのかなと思

って質問してるんです。 

はい、池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

御心配いただきましてありがとうござい

ます。 

通常４月１日の定期異動のときにも、実

は同じようなことが言えまして、各業務で、

こういう選挙の事務につきましても、私そ

ういう一切排除しないというような発言を
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しておりますが、やはり知識を持った方に

ですね、いろいろ引継ぎなりですね、教え

ていただきながら、目的としましては選挙

はですねスムーズにというところが一番の

目的でございますので、その辺りは職員間

で連携をとりながら、協力してもらいなが

ら、進めていくというふうに考えておりま

す。 

○委員長（中川敦司君） 

あと、まだもう少しちょっとすいません

お願いします。 

先ほどこの都市建設部の保幼小中再編整

備室に、いわゆる保幼小中再編整備という

部門が教育部門からこっちに移りましたみ

たいなお話ございました。 

結局はハード面とソフト面で分かれたと

いうふうな、そんな位置づけになってるの

かなというふうに私も解釈してるんやけど

も、何が言いたいかといいますと、もしも

この保幼小中の関係で、委員会で何かやっ

ていかなあかんとなった場合、一応のメイ

ンは教育部門になるから、委員会で言えば

何なのかな、福祉教育のほうになるんです

けども、ただ、その時にいや実際のこのハ

ード面のことを、例えば話の土台に上がっ

てきたときに、答えられない可能性もある

かそういった意味ではそういう場合には都

市建設部のなんやら整備室っていうところ

も一緒に入ってやるようなことになるのか、

それともいやいやもう全然もう別物ですわ

と。ハード面はもう総務建設でやってよと、

それからソフト面は福祉教育でやってよっ

ていうふうになるのか、その辺りどうなん

でしょうか。 

池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

今、委員長御質問いただいてます、都市

建設部にあります保幼小中再編整備室、こ

こでやってる部分についての委員会なりを

どちら教育委員会部局で、答弁するのか、

町長部局で答弁するのかという御質問でよ

ろしかったですか。 

○委員長（中川敦司君） 

要は総務建設なのか、当然この位置づけ

やったらこの保幼小中再編整備室に関係す

ることは総務建設に当然なるんかなと思っ

てんねんけども。要はハード面がね。 

ところがソフト面は、もう当然ながら、

教育部門に当然今なってるはずやから、そ

の辺りどない考えたらいいのかなと。 

わかります意味。 

入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

総務部、入江でございます。 

今の御質問を今回、ハード部分が室で、

いわゆる三階に上がっていると。 

今までのソフトの部分は引き続き、こど

も未来部に残しておるという状況です。 

おっしゃってるのは、例えば工事が主と

いうような、今回三階に建築職の職員もお

りますので、そちらのほうで集中的に整備

をするほうが、整備が円滑に進むというよ

うな目的から、今回室という形でつくって

おりますので、それに関わるようなものは、

基本は、そちらの総務建設のほうになろう

かと思いますが、それが主となるのか従と

なるのかちょっとわかりませんが、あわせ

てソフトも聞きたいとかいう話になります

と、そこに教育委員会が入るのかというよ

うなところも出ようかと思いますが、学校

の運営がどうなるのかとか、そういうこと

でしたら引き続き、教育委員会のほうでお

答えするような、工事費の予算が上がるよ

うでしたらそれは総務建設のほうになるの

かなと思っておりますけど、今のとこそう

いうふうに考えております。 

○委員長（中川敦司君） 
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ということは、その場面場面によって、

臨機応変にやれますよというそういうふう

にとらえておいたらいいですかね。 

そしたら入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

はい。総務部、入江です。 

そういうような臨機応変も出てこようか

と思いますが、それはちょっと議会運営委

員会とかでお諮りしてですね、その辺りど

こで審議するのがいいのかいうのは、御相

談をさせていただいた上で対応していきた

いなと思っております。 

以上です。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

秋元です。 

ちょっと初歩的な質問になって申し訳な

いんだけども、一番上の総合政策課の横に、

総合まちづくり計画ってありますね。仕事

として。これ何なのかなと。総合まちづく

り計画を作成するのか、企画するのか推進

するのか。なぜここに。ほかはちょっと想

像つくんですが、総合まちづくり計画、ち

ょっと何なのと、仕事内容を教えてもらえ

ます。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

総合まちづくり計画が、総合政策課の中

の事務であるというところで、どういうこ

とをするかということですかね。 

この計画自体が２年前ですかね、策定し

てます。10年計画になっておりますので、

当然その計画を今度は見直すとか当然そう

いった業務を総合政策課でやっていくとい

うところでございます。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

つくられた冊子の見直し、次に向けた準

備っていうすぐやる話ではないですわねこ

れ。いやわかりました。 

この総合まちづくり計画が、順調に進ん

でるかどうかまでのチェックをしますかこ

こ。 

○委員長（中川敦司君） 

池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

ちょっと説明が不足しておりまして申し

訳ございません。 

総合まちづくり計画と記載しております

が、当然その計画期間内の進捗管理等につ

きましても、当然この新たに名称変更して

おります総合政策課のほうでやっていくと

いうことでございます。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

あの中身ってのは各部、この下のいろん

な部署に分かれてますよね。そこが、その

とおり進んでるかどうかをチェックするの

が仕事っていう理解でいいですか。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

当然進捗状況なりのチェックなりをする

という職務になろうかと思います。 

○委員長（中川敦司君） 

ほかよろしいか。 

質疑、終結していいですか。 

（「異議なし」の声あり） 

○委員長（中川敦司君） 

質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。 
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（「なし」の声あり） 

○委員長（中川敦司君） 

なしですか。 

討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 

本件は原案のとおり、可決と認めること

に賛成の方は挙手をお願いいたします。 

（全員挙手） 

○委員長（中川敦司君） 

挙手全員であります。 

よって、第44号議案は原案のとおり可決

されました。 

○委員長（中川敦司君） 

ちょっと時間結構たちましたので、ちょ

っと休憩やりましょうか。 

35分から再開させてもらいます。 

10時35分から再開です。 

    （午前10時22分 休憩） 

    （午前10時35分 再開） 

○委員長（中川敦司君） 

それでは、休憩前に引き続き会議を再開

いたします。 

続いて第45号議案 豊能町特別職の職員で

非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する

条例改正の件を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

それでは、第45号議案 豊能町特別職の職

員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関

する条例改正の件につきまして御説明申し

上げます。着座にて御説明させていただき

ます。 

議案書の31ページから32ページ、並びに

条例の概要資料、新旧対照表をあわせてご

らんください。 

改正の理由でございますが、議会の議員

その他非常勤の職員に対する公務上の災害

及び通勤による災害に対する補償に関しま

しては、豊能町議会の議員その他非常勤の

職員の公務災害補償等に関する条例により

補償しているところでございますが、同条

例に基づく公務災害補償等認定委員会委員

及び公務災害補償等審査会委員の報酬額を

規定していませんでしたので、新たに規定

するものでございます。 

条例の改正内容でございますが、豊能町

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費

用弁償に関する条例別表に、新たに公務災

害補償等認定委員会委員及び公務災害補償

等審査会委員の報酬額を定めるものでござ

います。 

なお、特別職の職員で非常勤のものの報

酬及び費用弁償につきましては、令和２年

４月に条例改正し、それぞれの区分ごとに

報酬額を明文化しておりますが、公務災害

補償等認定委員会委員及び公務災害補償等

審査会委員の報酬につきましては、明文化

をしておりませんでしたので、今回新たに

規定するものでございます。 

附則といたしまして、この条例は公布の

日から施行するものでございますが、今回

公務災害事案が令和５年１月に発生したこ

とから、条例の規定は令和５年１月１日か

ら適用するものでございます。 

説明は以上でございます。 

御審議いただき御決定くださいますよう、

よろしくお願いいたします。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、ではこれより、本件に対する質疑

を行います。 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

全員協議会で、公務災害があったから、

この条例に気がついたみたいな説明があっ

たと思うんですが、もう少し詳しく説明し

ていただけますか。 
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○委員長（中川敦司君） 

池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

先ほど、こちらのほうから説明しました

令和２年にですね、特別職の条例のほうを

改正いたしておりまして、それ以前につき

ましては、限定列挙だけではなくですね、

その他町長が認めるものというところで、

過去にですね、本町のほうでは、平成16年

に１件、非常勤の公務災害がございまして、

そのときにつきましては、費用弁償、報酬

は支払いをしているとしたところでござい

ます。 

今回１月に、公務災害事案が発生したと

きにですね、私どものほうで、この認定委

員会の委員報酬のほうを予算化していない

ということに、いち早く気付けばよかった

んですが、この公務災害補償基金のほうに

ですね、こちらのほうから実は負担金を毎

月お支払いをさせていただいておりまして、

その負担金にその分も含まれてるというふ

うに、ちょっと誤った認識をしておりまし

て、実際ちょっと事務局のほうと４月に入

ってからですね、ちょっとお話しさせてい

ただいたところで、報酬を市町村別にです

ね予算化しておかないといけないというこ

とが判明いたしましたので、今回ちょっと

その分を上程させていただいてるというと

ころでございます。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

それでは今の説明では、令和５年１月は、

町長が認める者ということで支出をしたと

いうことですか。 

○委員長（中川敦司君） 

池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

今回、１月に発生した事案について、認

定をしていただいた分について、支払う根

拠がないので今回条例を上げさせていただ

いているということでございますので、そ

の他町長がという令和２年の改正以前の分

で報酬額を支払いしてるのは、平成16年の

１件のみということでございます。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

それでは、令和５年１月の事案は、支払

っていないっていうことなんですか。 

遡って支払うっていうことでもないんで

すか。 

○委員長（中川敦司君） 

池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

１月に発生した事案につきまして３月に

認定の委員会のほうは開催されておりまし

て、今回条例を上程させていただいてる中

でですね、施行につきましてはですね、公

布の日からというところでございますが、

適用については１月１日というところで１

月事案をですね、適用を可能とするために、

適用を１月１日ということで上げさせてい

ただいております。 

○委員長（中川敦司君） 

いいですか。 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

確認させてください。 

平成16年に事例が発生したときには、そ

の他町長が認める事案でいってたと。 

平成２年に、改正したのかなこれ。 

改正したときにはこの、その他町長が認

める事案ってのは抜けちゃったってこと。 

だから払えなかった、お金も払ってなか
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ったという説明ですか。 

お願いします。 

○委員長（中川敦司君） 

池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

令和２年の改正以前はですね、同条例に

はですね、その他町長が特別に定めるもの

という規定がございまして、この分につき

ましては当然近隣の状況等を勘案してです

ね、この金額でっていう決裁をとってお支

払いさせていただいたと。 

令和２年の４月の改正時にですね、ここ

の時点、４月の改正のときにはもう全てを

限定列挙、何々委員はいくら、何々委員は

いくらと、その他云々というような規定は

なくですね、全て限定列挙にしたというと

ころで、その他で実は平成16年に読んでた

ものを、本来ですと令和２年にですね、そ

の分を新たに公務災害等認定補償委員会委

員とか審査会委員という形で、改正するべ

きところを失念してたというところでござ

います。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

きちっと何々委員、何々委員というとこ

ろを、そのときに漏らしてしまったと。今

回見直していけなかったということで、じ

ゃあ、もう全員入りました。 

また抜けましたって、抜けてましたみた

いなことやないよね。 

そういう質問です。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

実は令和、ちょっとはっきりあれなんで

すけれども、令和３年の12月の議会か何か

のときにですね、実は他部署でも実は漏れ

てた案件がございまして、そのときに、委

員会のほうで全庁的に調べてるのかという

ようなお話ありまして、そのときにですね、

実はそのときも私担当課のほうにておりま

して、全庁的には確認は全部、取りあえず

はさしていただきましたというお話をさせ

ていただいたところなんですが、ちょっと

言い訳になるんですけど、毎年あるような

ものでございましたら、すぐにあるないと

いうのが把握できるんですが、例えば10年、

20年、20年に１回あるかないかというよう

なものが、今ないとは思うんですけれども

もしかしたら今後、出てくる可能性もある

かと思いますので、その辺りは、また所属

のほうに、再度、そういうことがないよう

にということで、周知のほうはさせていた

だきたいと思っております。 

よろしくお願いします。 

○委員長（中川敦司君） 

いいですか。 

ほかいいですか。 

ちょっと私のほうから、いいですかね。

すんません。 

どれから聞こうかな。そうそう、このタ

イトルに、非常勤のもののというふうにな

ってますが、その非常勤の方っていう、そ

の位置づけって、どういうふうな例えば方

を指しているのか、その辺り説明をお願い

いたします。 

はい、池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

今回ここで指している、非常勤の区分な

んですけれども、非常勤職員って結構いろ

んなところにいてるわけですが、ここで指

してる非常勤職員といいますのは、役場の

本庁に勤務している非常勤職員の中で、現

場作業が伴わない職員ですので、事務方の
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職員を指しておりまして、現場とかに出ら

れる職員あるいは本庁以外勤務の非常勤職

員については、公務災害補償のほうが適用

されますので、ということになります。 

○委員長（中川敦司君） 

ということは、すみません。 

今の話だったら現業とか非現業で言うた

ら、非現業っていうふうになるということ

でいいんですかね。 

池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

考え方としましたら、今委員長おっしゃ

られるように非現業という形。ただ本庁勤

務に限るっていうような、そういう形にな

ってくるかと思います。 

以上です。 

○委員長（中川敦司君） 

あくまで本庁勤務ということやから、そ

れ以外の部門では、当てはまる人はいらっ

しゃらないっていうふうなそういう意味な

んですかね。 

池田秘書人事課長 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

本庁以外の職員につきましては、ちょっ

と適用する法律が別にございまして、労働

者災害補償法ここにですね、どういう職員

は、この法を適用するというのが書いてお

りますので、本町の場合でいきますと、本

庁舎以外に勤務している非常勤職員につき

ましては、労災法のほうで適用するという

ことでございます。 

○委員長（中川敦司君） 

ということは、今ちょっとたまたま労災

の話あったけども、一応この公務災害って

いう位置付けと労災という２種類が一応あ

ることなんですね、そしたら、こういう公

務員の方でも。 

池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

公務員にはですね、この災害補償関連と

いうのは実は三つございます。 

一つは私ども常勤職員に適用されます、

地方公務員災害補償法に基づくですね、補

償基金という法人がございまして、そちら

のほうにお願いしているっていう、これが

常勤職員。非常勤職員につきましては、今

御説明しました、労災法が適用して、労働

局のほうからですね、補償していただくも

のと、あとは今御説明している特別職非常

勤の関連で、補償は、これは法律で市町村

が条例で定めるというふうに規定されてお

りますので、それに基づいて市町村が費用

負担すると、この三つがございます。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、ありがとうございます。 

あと１点、ちょっとお伺いしたいんです

けども、この認定委員会及び審査委員会、

審査会かな、審査会と２種類のこういうふ

うなものがあって、この認定委員会という

のは、例えば労働災害なり通勤災害もそう

なのかな、そういったところで何か怪我し

たときに、それは、通勤上の災害ですとか、

労働上の災害ですということを、それを認

めれるかどうかっていうのを決めるのが、

認定委員会で、それが認定委員会の役目で

すかね。 

はい、池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

この認定委員会でございますが、市町村

で独自で設置しているというものではござ

いませんでして、平成の11年からですね、

大阪府の市長会のほうが、各市町村に覚書

をさしていただいて、今事務自体はですね

市長会の事務局のほうでやっております。 
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そちらのほうで、各市町村ごとにですね、

こういう事案が発生した場合はですね、も

う審査をしてくださいということでお願い

をしてですね、担当職員が、そちらのほう

で事案説明をした上で、それが公務災害と

して、認定できるかどうかというのをそこ

の委員の皆さんにお諮りするというところ

でございます。 

もう一つの審査会でございますが、認定

に不服がある場合に、不服申立ての制度が

ございますので、不服立てに対して審査す

る機関というところでございます。 

以上でございます。 

○委員長（中川敦司君） 

ほかよろしいですか。 

 （「なし」の声あり） 

○委員長（中川敦司君） 

そうしましたら、質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。 

ありませんか。 

 （「なし」の声あり） 

○委員長（中川敦司君） 

はい、討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 

本件は原案のとおり可決と認めることに

賛成の方は挙手をお願いいたします。 

   （全員挙手） 

○委員長（中川敦司君） 

挙手全員ですね。 

よって、第45号議案は原案のとおり可決

されました。 

続きまして、第48号議案 令和５年度豊能

町一般会計補正予算（第２回）の件、関係

部分のみでありますがこれを議題といたし

ます。 

提案理由の説明を求めます。 

順次発言を求めます。 

はい、寺倉総務課長。 

○総務課長（寺倉義浩君） 

おはようございます。総務課、寺倉です。 

それでは、第48号議案 令和５年度豊能町

一般会計補正予算の件につきまして、提案

理由を御説明申し上げます。 

資料は、６月定例会議の第48号議案 一般

会計補正予算書をごらんください。 

今回の歳入歳出予算の補正内容につきま

して御説明申し上げます。 

まず、11ページ目の歳出より、御説明の

ほういたします。 

款２．総務費、項１．総務管理費、目６．

企画費の10．住民税非課税世帯等支援給付

金給付事業、8,925万3,000円でございます

が、電力、ガス、食料品等の価格高騰によ

る負担を軽減するため、特に家計への影響

が大きい住民税非課税世帯に対し、住民税

非課税世帯等支援給付金として、一世帯当

たり３万円を給付するための費用でござい

ます。 

またこのうち、償還金ございますけれど

も、こちらは令和３年度に実施しました、

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付

金及び令和４年度に実施しました、電力・

ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金の

事業完了後の精算による、国庫補助金の返

還金でございます。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

はい。農林商工課、中谷です。 

続きまして、13ページのほうをお開きく

ださい。 

款７．商工費、項１．商工費、目１．商

工総務費の２．商工事務事業でございます

が、こちらは、電力、ガス、食料品等の価

格高騰による負担増を踏まえまして、消費

の下支えを行うため、全町民の方に、3,000

円分のお買物クーポン券を配布するために

かかる費用を補正するものでございます。 
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歳出の説明は以上となります。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、山内行財政課長。 

○行財政課長（山内 拓君） 

おはようございます。行財政課、山内で

す。よろしくお願いいたします。 

次に歳入について御説明申し上げます。 

９ページをごらんください。 

款16．国庫支出金、項２．国庫補助金、

目５．総務費国庫補助金の３．新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、

目６．商工費国庫補助金でございますが、

歳出のところで御説明申し上げました、電

力、ガス、食料品等の価格高騰による住民

税非課税世帯等支援給付金及びお買物クー

ポン券配布などに係る国庫補助金でござい

ます。 

款20．繰入金、項１．基金繰入金、目１．

財政調整基金繰入金でございますが、今回

の補正による財源、財源調整として増額す

るものでございます。 

説明は以上でございます。 

よろしく御審議いただき、御決定賜りま

すようよろしくお願いいたします。 

○委員長（中川敦司君） 

そうしましたら。 

これより本件に対する質疑を行います。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

13ページのクーポン券なんですけども、

コロナウイルス対策に、クーポン券を発行

する判断をどうされたんですか。例えば水

道料金の基本料金を減免するとか、そうい

う選択もあったと思うんですけれど、この

クーポン券にした理由をお聞かせください。 

○委員長（中川敦司君） 

高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

今回コロナ交付金をどう活用していくの

かということにつきましては、庁内でいろ

いろ、町長以下考えてまいりました。 

管野委員がおっしゃるようにですね、水

道料金これまでも減免したこともございま

す。給食費を無償にしたということもあっ

たかと思います。 

今回何に使わさしていただこうかなとい

うところで、メニューがいろいろございま

して、その中で消費の下支え、あるいは地

域の活性化というところに我々今回重点を

置かしていただきました。 

特に住民の皆さん、ようやくコロナが明

けたということで、これからいろいろ外に

出られることも多いかなと。地域経済活性

化していきたい。 

事業所の方も、これまでコロナでいろい

ろ、いろんな売上げ減というところもあろ

うかと思いますので、そこの辺りを配慮し

まして、住民の皆さんと、事業所の方々を

支援するという、この両面から、我々これ

考えさせていただきまして、今回はお買物

クーポン券ということで、活用させていた

だくという判断をさせていただきました。 

○委員（管野英美子君） 

はい、管野委員。 

具体に前は、3,000円頂いて１,500円しか

使えなかったっていうか、今回は3,000円そ

のまま使えるんですか。 

○委員長（中川敦司君） 

中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課、中谷です。 

以前のやつと同様でして、以前も3,000円

分で、1,500円じゃなくて、3,000円で6,000

円分のを 3,000円という、助成するのは

3,000円分は変わりないです。はい。 

今回考えておりますのは、前回と同様で、

千円使っていただいたら、その半分の500円、

１枚500円の券にしようと思ってますので、
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千円使っていただいたら、その半額500円は

使えますよっていうところ、お釣りは出な

いんで1,200円でも500円。 

ただ、次に2,000円使ってもらったら２枚

使えて千円分ということで、前回と同じよ

うな内容で考えています。 

以上です。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

すごく私うれしいんですね、みんな若い

人はね、お米１万円もらったでってスマホ

を見せ散らかしたりね、するんで、3,000円

貰えるのすごいうれしいんですけど、具体

的に紙で来るんですか。 

一家に来るんですが、世帯主に来るんで

すか。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

はい。農林商工課、中谷です。 

一応前回と一緒で、紙ベースでというこ

とで、させていただこうかなと思っており

ます。 

配布のほうですが、一応、町民の方全員

にということで、今その基準日設けまして、

それまでに、住民登録されている方、出生

間もない方もというところで、お一人お一

人にというところで、世帯主の方に配付の

ほうはまとめて、配付さしていただこうか

なと考えております。 

以上です。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

歳入ですけど総括質疑でありましたよう

に、必ず国からいただけるんでしょうか。 

○委員長（中川敦司君） 

山内行財政課長。 

○行財政課長（山内 拓君） 

行財政課、山内です。 

国のほうから交付限度額として示されて

いる金額が、6,876万8,000円とありますん

で、この金額は必ず入ってくるものだと思

っております。 

以上です。 

○委員長（中川敦司君） 

よろしいか。 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

関連ですけれども、今まで令和２年、令

和３年と、ホームページにあったと思うん

ですけどね、支出あれは全部ちゃんと入っ

てきてるんですね。 

○委員長（中川敦司君） 

山内行財政課長。 

○行財政課長（山内 拓君） 

行財政課、山内です。 

令和３年度につきましては、１億3,526万

6,300円と、令和２年につきましては、３億

9,090万7,140円が入っております。 

以上です。 

○委員長（中川敦司君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

それは、全額議会で予算を認めたときの、

全額入っているということでよろしいです

か。 

○委員長（中川敦司君） 

山内行財政課長。 

○行財政課長（山内 拓君） 

行財政課、山内です。 

令和２年、令和３年度も議会のほうに補

正予算お願いした事業に、交付金充当して

おりますが、少額のものでありますとか、

あと千円単位で、充当しておりますので端

数の分については一般財源で見ているとい

うことになります。 
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以上です。 

○委員長（中川敦司君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

秋元です。 

今と同じ、13ページなんですが、これ、

業務委託料で5,447万2,000円なってますわ

ね。町民１人3,000円ってなってますよね。 

だからこの業務委託料のちょっと内訳を

教えてもらえますか。3,000円を何人に配る

のか。そういったとこです。 

○委員長（中川敦司君） 

中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課の中谷です。 

今、予算のほうに上げております業務委

託料ですが、まず、全体の対象の人数です

が、４月末現在で、１万8,345人。これはも

うちょっと基準日を遅らせますので、増減

はあろうかと思います。 

この方々に対してお一人６枚、500円の券

を、今６枚ずつ3,000円分ということでお配

りしようかなと考えておりまして、発行の

枚数が、その人数に６掛けまして、11万

0,070枚となります。 

前回やらせていただいたときに、利用率

が95.07％、かなり高こうございます。 

今回一応２回目ということで、浸透して

いるというところもありまして、一応見込

んでるのが97％の利用を見込んでおります。 

先ほど11万何ぼに97％掛けました数で、

10万6,768枚ぐらいは出るだろうと。 

これに協力をしていただいて、委託料と

いう形で、これ掛ける500円１枚につき500

円ですので、これはお店、取扱い店に行く

分になります。 

それが掛けまして5,338万4,000円。これ

が主なものとなっておりまして、あとは、

店舗の取り扱っていただいたのを集計して

もらうのに、前回は、郵便局さんにお願い

しておりました。それの集計、取りまとめ

というところで業務委託料、大体60万円弱

と、あと商工会さんのほうに、取扱い店舗

の募集っていうところでお願いしておりま

す。そちらも大体50万円というところで委

託料全て合わせまして、5,447万2,000円か

なというところで計上させていただいてお

ります。 

以上です。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

ごめん、よくわからないんだけど。申し

訳ない。 

これ、11万何枚か印刷しますよね。その

印刷費っていうのが、10番の印刷製本費と

はちょっと違うのかな。 

その内訳、業務委託料を一括業務委託料

になるのこれ、今話してる印刷が入るとか。

印刷費は入ってないのかもしれないけど、

誰にどういうふうな業務委託か、ちょっと

もう一つ説明がわかんないんでお願いしま

す。 

○委員長（中川敦司君） 

中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課、中谷です。 

説明がちょっと不十分でっていうか、業

務委託料、まず、印刷のほうは、クーポン

券印刷とか、もろもろのポスターとか、チ

ラシの印刷ということでそちらは印刷製本

費のほうに上げさせていただいております。 

今、御質問の業務委託料のほうですが、

ちょっと重複になりますが、まず、商工会

さんのほうに一応取扱店の募集というとこ

ろで、そちら呼びかけていただいたり、取

りまとめていただくというところで50万円。 

それと、先ほどの実際にクーポン券を、
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使ったというところで、店舗から今度、ど

の店舗が何枚使いましたよっていうような

集計っていうか、取りまとめをやっていた

だくというところ、こちらのほうは郵便局

にやっておりまして、こちらが60万円弱ぐ

らい。 

というところで、あとは、取扱い店舗さ

んへの支出ですね。実際に、クーポン券を

使っていただいた費用ということで、一枚

当たり500円掛ける使われた量ということで

今想定が10万何枚ですよっていうお話が

5,300何ぼというところで、全て合わせまし

て、5,400なんぼっていうところになります。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

続けてちょっと申し訳ないんですが、12

ページ終わりますが、こちらごめんなさい

11ページ、非課税の方の３万円とあります。 

この6,429万から計算すると、2,143件な

んですが、豊能町の件数からしたらやけに

高いんだけども、間違いないですか。非課

税世帯2,143件。計算間違いしてるかな。ご

めんなさいお願いします。 

○委員長（中川敦司君） 

寺倉総務課長。 

○総務課長（寺倉義浩君） 

総務課、寺倉です。 

委員おっしゃるとおり、基礎数値は2,143

世帯としてます。 

これ予算を上程させていただく段階では

まだ税の課税非課税の人数確定してない段

階でしたので、４月時点の見込みの件数で

上げさせていただきました。ただ例年見て

ますと、実際はこれよりも若干減りますの

で、例年は大体2,000世帯前後になるかとは

考えております。 

○委員長（中川敦司君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

ちょっと、豊能町の財政が大変だなと思

っちゃうんだけども。これ、各家庭ですよ

ね。個人じゃないですよね。 

そこのとこだけ確認します。 

○委員長（中川敦司君） 

寺倉総務課長。 

○総務課長（寺倉義浩君） 

はい。総務課、寺倉です。 

支給させていただくのは個人さんではな

く、各世帯ごとに、世帯主さんあてに支給

させていただくというものでございます。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

９ページの歳入のほうの質問です。 

今回財政調整基金に2,165万2,000円を用

意してますけども、具体的にどの部分、何

でこういう質問するかっていうと、私は今

回のコロナ、国のお金で全部賄えるんじゃ

ないかなと思ってたんですが、今財政調整

基金が出てくることに違和感持ってんです

ね。 

ですから、これは要するに、コロナのこ

れを使うためにどうしても出さなくちゃい

けない、国の対応できない部分を出そうと

してるのか、ちょっとその説明をお願いし

ます。 

なぜかといえば、先日、スマートシティ

の１億3,500万、コロナのほうで何とか、と

いうような説明いただいたんでね、そのた

めにこれ出すのかなというふうな、ちょっ

と不信感を持ってますので、そういう意味

での質問です。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、寺倉総務課長。 

○総務課長（寺倉義浩君） 

はい。総務課、寺倉でございます。 

財政調整基金繰入金が2,165万2,000円と
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いうことになっております。 

これ歳出の11ページの上のほうごらんい

ただけたらと思うんですけれども、住民税

非課税世帯等支援給付金給付事業のところ

で、一般財源が同額2,165万2,000円出てお

ります。 

この金額が実際繰入金になるんですけれ

ども、まず一番下 22番の償還金 1,274万

9,000円と。これにつきましては、何か補助

金があってということではなく、去年令和

４年度に貰い過ぎた分を返すというところ

で、特に補助金、特定財源はないので、ま

ず一般財源として出てくると。プラスあと

事務費がですね、今回、例年令和３年度４

年度の給付金事業ありましたけれども、事

務費につきましても、100％補助だったんで

すけれども、今年度市町村ごとに上限額を

設けられてしまっております。それが豊能

町でいいますと333万4,000円ということで、

上限額を設けられてしまっていることもあ

りまして、超えた分につきましては、一般

財源という形で計上させていただいており

ます。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

今の事務費のみですね。333万が上限とお

っしゃった。すぐ計算できないで申し訳な

い。幾ら不足してるのかな。 

要するに、財政調整基金からどんだけ、

財政調整基金に負担かけたのかお尋ねしま

す。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、寺倉総務課長。 

○総務課長（寺倉義浩君） 

総務課、寺倉です。 

不足額としましては、890万3,000円にな

ります。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

これ一世帯３万円というのは、どなたが

決めたんですか。一世帯２万円だったら、

財政調整基金使わなくて済むんじゃないん

ですか。 

○委員長（中川敦司君） 

寺倉総務課長。 

○総務課長（寺倉義浩君） 

総務課、寺倉です。 

一世帯３万円は、国のほうから決められ

てます。 

例えば３万円を超えて４万、５万支給す

る市町村もあるかもわかりません。余りち

ょっとそういう市町村聞いてないですけど、

その場合は３万を超えた分は、もう市町村

の負担ということで聞いてますんで、一応

３万円というのは国のほうの通達のほうで

ルール設定されてございます。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

じゃ、クーポン券うれしいですけどね、

財政調整基金を、ここで財源調整されてる

かもしれないけど、クーポン券配るんです

か。金額減らしたらどうなんですか。 

○委員長（中川敦司君） 

高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

今回予算を編成させていただくときにで

すね、確かに財調を取り崩さなあかんとい

う状況が生まれてきてるところは我々も、

一定そこはちょっと検討はさせていただき

ました。 

管野議員おっしゃってられるように、お

買物クーポン券減らしたらいいやんという

話もあるんですけども、ちょっとそこのと

ころも、例えばそれが2,500円なのか、例え

ば1,500円なのかというところで、いろいろ
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検討はしたんですけども、なかなか使って

いただくときにですね、その使い方がどう

なのかというところがございまして、やっ

ぱりそこは3,000円でいきたいというこちら

の思いがございます。 

財調崩してまでやるのか、一部崩してま

でやるのかというところなんですけども、

冒頭私申し上げましたように、今回地域で

今までずっとこうコロナの関係でですね、

事業所なり、住民の方々がいろいろ御不便

をかけてきたっていうところが１点ござい

ます。 

それとやっぱり、我々、町長もそうなん

ですけども、危惧してますのがやっぱり町

内の商店の活性化というところ、我々特に

危惧しておりまして、そこを何とか少しで

も事業所のほうを支援したいという思いも

ございまして、今回こういう措置をさして

いただいて、一般財源をちょっと使う、ち

ょっとじゃないですけども、使わせていた

だいてまでもさせていただきたいという思

いで計上させていただきました。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

秋元議員も私もね、スマートシティの企

業版ふるさと納税１億3,518万1,000円を空

で言えるようになりましたけど、それが戻

ってきてたらね、まだそんなこと言わない

ですよ。やっぱり、クーポン券うれしいも

ん、私もね3,000円もらったら。そういうと

ころでやっぱり、しっかりお金入金しても

らってくださいね。 

でないと本当に喜べないから。よろしく

お願いします。要望です。 

○委員長（中川敦司君） 

才脇副委員長。 

○副委員長（才脇明美君） 

３万円は国からって言ってますけど、こ

れ国には２万円にしてくれとは言えないん

ですか。 

○委員長（中川敦司君） 

寺倉総務課長。 

○総務課長（寺倉義浩君） 

総務課、寺倉です。 

国のＱ＆Ａなんか見てますと、額は別に

して、この３万円をやらなくていいのかど

うかという、Ｑ＆Ａとかもあったんですけ

れども、国のほうからは市町村にはやって

もらいたいというか、やるべしということ

でＱ＆Ａなんか出てまして、通達もそうい

う形で出てますんで、金額についても３万

円というところで、国の提示してるとおり

やらせていただくというところでございま

す。 

○委員長（中川敦司君） 

才脇副委員長。 

○副委員長（才脇明美君） 

１回そういうふうにちょっと、国に聞い

てみはったらいかがですか。 

○委員長（中川敦司君） 

寺倉総務課長。 

○総務課長（寺倉義浩君） 

総務課、寺倉です。 

国直接というより、大阪府通じてちょっ

と確認をさせていただきたいと思います。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

これ要望なんだけどね、もう国がやっぱ

りコロナで何とかね、活性化したい。で、

うちのほうも、今おっしゃったとおり、地

域の活性化ってことでこうやって使うわけ

ですよね。 

でも実際さっき質問したように、非課税

の世帯が2,000ぐらいあるわけです。非常に

厳しいわけですよ。 

厳しい中でね、さっき議長は空で言える



26 

ぐらいの１億３千万をやっぱり何とかして

いただきたい。 

もうねえ、これは町長、副町長にお願い

することですけども、やっぱり何か私、財

政調整基金が崩されるたびにね、同じ質問

せざるを得なくなりますので。 

これは要望です。 

ですけども、確実に取り組んでいただき

たいと思いますのでお願いいたします。 

要望で終わり 

○委員長（中川敦司君） 

ほかいいですか。 

私のほうからそしたらちょっといいです

か。細かい話ですいません。 

11ページと13ページ、どちらも大きな額

の事業でありますけども、この人件費事業

の、それぞれちょっと見させていただいて、

何か違いがあるなと思ったんが、期末手当

っていうのがこの11ページにはあって、そ

れから、13ページには期末手当がないとか、

そういった、ちょっと違いがあるんやけど

も、何かどちらもこの非常勤の方の報酬と

いうのが一番上に来てますけども、片や期

末手当があり、片やこっちは期末手当がな

い、その辺り何か違いなんかあるんですか。 

○委員長（中川敦司君） 

  池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

秘書人事課、池田でございます。 

期末手当を要求してるところ、要求して

ないところというところでございますが、

期末手当の支給要件がございますので、会

計年度任用職員にですね、今回事業でお伝

いいただくときに、週に２日程度でいいと

いう場合ですと、当然期末手当の対象にな

りませんし、15.5時間以上の勤務というこ

とになりましたら、期末手当の対象になり

ますので、各所属のほうで、この事業をし

ていく中でですね、会計年度任用職員をど

の程度任用してほしいかというところの任

用日数等に応じまして、積算しております

ので、期末手当がない部分につきましては、

時間数に達してない形での任用ということ

でございます。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、わかりました 

ほかいいですか。 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

業務委託料が入ってましたね。ちょっと

ごめんね、すぐ出てこなくて。 

13ページのほうかしら。さっき１千万ぐ

らい業務委託って言ってましたね、今回の

あれで。２千何件の分かと思うんだけども、

これどこに何を業務委託するのかお尋ねし

ます。 

○委員長（中川敦司君） 

13ページはさっき説明しましたよ。 

11ページのことですか。 

○委員（秋元美智子君） 

業務委託料が約1,000万、対象になる非課

税の方が2,100何件、そこに、この業務委託

料はどんなところを委託するのかという質

問です。 

○委員長（中川敦司君） 

寺倉総務課長。 

○総務課長（寺倉義浩君） 

総務課、寺倉です。 

今、御質問の業務委託料でございます。

11ページ目のほうに1,096万6,000円という

ことで計上させていただいておりますけれ

ども、これは給付金システムの導入経費で

ございます。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

システムの改修費ですか。前回も配って

んですよね。なんでまたすんのかな、改修
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費が要るのかな。 

ちょっと理解できないんで説明お願いし

ます。 

○委員長（中川敦司君） 

寺倉総務課長。 

○総務課長（寺倉義浩君） 

総務課、寺倉です。 

この給付金システム、通常基幹系システ

ムといいますのは、住基システムだったり

介護システム、税金のシステム、全て町に

入っておるんですけども給付金システムに

つきまして臨時的なシステムになります。 

ですので、今回は令和５年度非課税世帯

を抽出しますので、また、一からといいま

すか構築する必要がございますので、今回

も、業務委託料としてシステム導入経費を

計上させていただいております。 

○委員長（中川敦司君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

前回は４年のみなくちゃいけなかった。

今回５年だから、またそこで新しいシステ

ムが必要なんですよ。で、1,000万円超える

わけでしょ。 

ちょっと使い過ぎって変な言い方だけど

も、毎回毎回このね一年単位ごとで1,000万

円ぐらいかかってくるという、町として何

とか対策できないんですかね、これ。１億

３千何百万の話もあるし、これちょっと担

当課に聞く話ではないのかもしれないけど

も、毎回何か、国がコロナで動く度にこの

システムの改修費が動いている。 

無理ですか。前に私職員の力で何とかし

てほしいとお願いしたことあったと思うん

ですが。大体もう決まってらっしゃますよ

ねこの対象者は。だったら何とかいけるよ

うな気もするんですがいかがでしょう。 

○委員長（中川敦司君） 

寺倉総務課長。 

○総務課長（寺倉義浩君） 

総務課、寺倉です。 

委員おっしゃるとおり決して安い金額じ

ゃございませんので、何とか安くシステム

改修といいますか、ツールといいますかね、

できればいいとは考えておるんですけれど

も、やはり2,000世帯程度ありますので、二

重給付であったり、給付漏れっていうのは

極力というか絶対避けたいところでござい

ますので、そういった意味でも、住基デー

タあるいは税データを引っ張ってきた給付

金システムを活用して、給付事務を進めた

いというところで計上させていただいてお

ります。 

○委員長（中川敦司君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

わかりました。 

今回はね、こういう形はわかりました。 

ただ町として今後どうするか考えていた

だきたい。 

ぜひお二人にお願いします。 

○委員長（中川敦司君） 

高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

確かに委員おっしゃるように、この企画

費の中の業務委託料というのはシステム改

修費ということでございまして、毎回議員

のほうからも、そういう御指摘いただいて

おります。 

で、どの人数になればこのシステム改修

使わなくて、手でできるのかというところ

もあろうかと思います。 

もっと少ない人数であれば、前にも永並

委員もおっしゃってられるように、もう手

でやった方が早いやんというようなところ

もあろうかと思いますが、そこんところ、

我々、費用対効果というところも含めまし

てですね、システム改修についてはこうい
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う、毎回毎回御指摘いただいてるというの

を踏まえまして、改めて、企業側とも交渉

はしてまいります。 

それと先ほど申しました対象人数等々、

いろいろ考慮しながらですね、この業務委

託料がどの程度適切なのかというところも

十分精査させていただいて、予算として計

上する際には、そういったことも丁寧に御

説明できるようにはさせていただきたいと

いうふうに思います。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（中川敦司君） 

すんません。いつもねこのシステムの話

になるとねこういう、質問が出てくるんで

すけども、単純に、これ私がちょっとね、

簡単に思い過ぎてるのかもわからないけど

も、ＣＳＶかエクセル表でダーッと一覧に

したら、非課税か課税かいうのは、一目瞭

然にわかるかなと。その中から非課税の所

帯だけぽっと抜き出したらそれで済むんか

な、事済むんかなと私はそんなふうに考え

てるんやけど。簡単にできるん違うかなあ

と思うんやけども、そんな単純なもんじゃ

なあいということなのかな。 

寺倉総務課長。 

○総務課長（寺倉義浩君） 

総務課、寺倉です。 

手法的には恐らくＣＳＶでシステムから

はき出して、それをまた何か関数とか使っ

て掛け合わせるというやり方もあろうかと

思うんですけど、全国的な具体的にどこの

市町村でわけじゃないですけど事例とかも

ちょっと見てますと、どうしても給付漏れ

であったり二重給付ってのはそれで発生し

てるっていうのを聞いたりしますので、そ

ういったものをもう極力というか、100％防

ぐためにシステムを構築させていただいて

支給させていただきたいというところでご

ざいます。 

○委員長（中川敦司君） 

それから、もう１点すいません。お伺い

したいのが、住民税非課税世帯で３万円を

配布する世帯の対象というのは、当然同じ

家の中で、世帯が分かれているような場合

もあって、こちらの世帯の方は非課税やか

ら一応対象やけども、でもその同族家族と

いううかね、所帯は違うかもわからんけど

結構収入ある人がいてたりとかいうふうな

場合は、この方はもらえないよみたいなそ

んなんでしたっけね。 

寺倉総務課長。 

○総務課長（寺倉義浩君） 

総務課、寺倉です。 

非課税世帯の方、何人かいらっしゃって

その方が課税者に扶養されてる場合、これ

はもう該当はしませんので。 

○委員長（中川敦司君） 

そういうことですね。 

そういった意味で、そういう、ちょっと

ややこしい事例もあるから、ちょっと非常

に注意してやらなあかんのですよ。だから

しっかりとそういった意味でシステムを活

用したいというそういうふうな意味ですか

ね、そういう部分もあるんかな。 

はい、寺倉総務課長。 

○総務課長（寺倉義浩君） 

はい、委員長お見込みのとおりで、そう

いう部分も確認してやっていきたいという

ことで、予算計上させていただいておりま

す。 

○委員長（中川敦司君） 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

わかったけど、先ほど副町長おっしゃっ

たようにシステム会社と話し合って。余り

にもひど過ぎる。何か国がそれこそね、そ

ういったところにね何か、それこそそうい

った企業を活性化させるためのね、やり方
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かと思っちゃうぐらい高過ぎるので、今後、

取り組みよろしくお願いいたします。 

○委員長（中川敦司君） 

もうよろしいか。 

ほかいいですね。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（中川敦司君） 

はい、そうしましたら、質疑を終結いた

します。 

これより討論を行います。 

討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（中川敦司君） 

はい、討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 

本件は原案のとおり可決と認めることに

賛成の方は挙手をお願いいたします。 

（全員挙手） 

○委員長（中川敦司君） 

挙手全員ですね。 

よって第48号議案は原案のとおり可決さ

れました。 

以上で本委員会に付託された案件は、全

て終了いたしました。 

続きまして、その他について、委員間の

討議を行う事項等ありますでしょうか。 

ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（中川敦司君） 

はい、では、以上で本委員会を閉会した

いと思います。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○委員長（中川敦司君） 

はい、異議なしと認めます。 

よって、本委員会は閉会することに決定

をいたしました。 

これで本日の会議を閉じます。 

本委員会の閉会に当たり町長から挨拶が

ございます。 

上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

はい、上浦でございます。 

総務建設常任委員会の閉会に当たりまし

て一言御挨拶を申し上げます。 

本日、御提案させていただきました議案

に対しまして慎重に御審議を賜りまして、

また、御決定をいただきまして誠にありが

とうございます。 

ちょっと余談でございますが先ほどのシ

ステム改修の話、内部でも十分議論させて

いただいてですね、そのベンダーに対して

もですね、何回となくですね担当のほうか

ら、何とかならないのかということで、大

分、押し問答させていただきましたけれど

も、なかなかですねこの手のものについて

は融通がきかないというようなことになっ

てございます。 

副町長が答弁したようにですね、引き続

き、ベンダーに対しては、自治体クラウド

でございますので、ほかの町村と連携しな

がら、引き続き要望してまいりたいと思い

ますが、ハードルは高いところもあろうか

なというのが実感でございます。 

大雨も近づいてきてございます。私たち

も危機管理、今日もですねしっかりと取り

組んでまいりたいと思います。 

委員の皆様も、御自愛をいただきますよ

うにお願いを申し上げまして、閉会の御挨

拶をさせていただきます。 

ありがとうございました。 

○委員長（中川敦司君） 

ではこれをもちまして、総務建設常任委

員会を閉会いたします。 

どうもお疲れさまでございました。 

 

午前 11 時 25 分 閉会 
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